
短期特別課題 千字文を学ぶⅡ

三
体
千
字
文
を
書
く
（
29
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　五
月
二
十
五
日
（
必
着
）

◆�

硬
筆
の
専
門
誌
だ
っ
た
大
書
心
に
一
般
毛

筆
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
六

(

一
九
八
一)

年
四
月
の
こ
と
で
す
。

◆�

「
三
体
千
字
文
」
課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

憲
照
先
生
の
穏
健
中
正
で
気
品
の
あ
る
手

本
が
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

◆�

短
期
特
別
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

一
月
か
ら
二
年
間
学
び
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
の
続
き
で
す
。

◆�

原
点
に
返
っ
て
、
基
本
用
筆
と
正
し
い
崩

し
方
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ
う
。

〔
千
字
文
〕

　四
言
古
詩
二
五
〇
句
、
重
複
し
な
い
千
字

か
ら
な
っ
て
お
り
、
聖
徳
・
修
養
・
修
身
・

斉
家
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
習
字
手
本
で

あ
り
、
初
学
者
の
教
科
書
で
も
あ
っ
た
。

　梁
り
ょ
う

の
武ぶ

帝て
い

（
在
位
五
〇
二
〜
五
四
九
）
の

命
を
受
け
、

周
し
ゅ
う

興こ
う

嗣し

が
王お

う

羲ぎ

之し

の
筆
跡
中

か
ら
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

　愛ア
イ

育イ
ク

黎レ
イ

首シ
ュ

　臣シ
ン

伏プ
ク

戎
ジ
ュ
ウ

羗キ
ョ
ウ

　
　民
を
愛

い
つ
く

し
み
育

は
ぐ
く

み
、

　
　蛮ば

ん
ぞ
く族

を
家
臣
と
し
て
服
従
さ
せ
る
。

奥

　村

　憲

　照

　先

　生

　書

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼�

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　5 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
芸
術
の
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　マ

ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
（
一
二
一
〜
一
八
〇

）

　
　古
代
ロ
ー
マ
皇
帝
・
哲
学
者

　マ
ル
ク
ス
は
家
庭
教
師
か
ら
影
響
を
受

け
、
哲
学
的
な
生
活
様
式
を
学
び
ま
し
た
。

母
親
か
ら
注
意
さ
れ
る
ま
で
ベ
ッ
ト
で
は
な

く
地
面
で
寝
て
い
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま

す
。　皇

帝
と
い
う
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
自
戒

の
念
を
持
ち
、
質
素
な
生
活
を
心
が
け
、
常

に
哲
学
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
６
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　世
に
伯
楽
あ
り
て

　し
か
る
後
に

　千
里
の
馬
あ
り

★
こ
の
…
（
書
体
＝
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
　

 

武む
し
ゃ
の
う
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
〜
一
九
七
六

）

　
　小

説
家

　「
武
者
小
路
実
篤
詩
集
」
よ
り

　作
品
か
ら
離
れ
て
一
人
歩
き
し
て
い
る
最

も
有
名
な
言
葉
で
あ
り
、
シ
ン
プ
ル
な
中
に

力
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
、
し
か
も
心
に
染

み
る
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　明
治
四
十
三
年
、
志
賀
直
哉
ら
と
「
白

樺
」
を
創
刊
。
ま
た
人
間
の
理
想
郷
を
目
指

し
、
宮
崎
県
に
「
新
し
き
村
」
を
建
設
し
ま

し
た
。

◆
6
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　恋
愛
は
血
と
肉
と
を

　以も
っ

て
作
ら
れ
る

　最
高
の
芸
術
で
あ
る

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　▼
師
範
＝
行
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
書
」
で
、
師
範
は
「
楷
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

今
月
は
草
書
。
行
頭
を
変
化
さ
せ
作
品
的
に
し
て
み
た
。
ま
た
道
が
三
字
出
て
い
る
。
書
の
美
し
さ
は
形
、
運
ペ
ン
、

空
白
、
個
性
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
辺
を
色
々
と
研
究
す
る
の
も
勉
強
の
一
方
法
で
す
。

道
（
同
字
変
化
）

我

生

歩



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　5月25日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
解
〕
両
手
を
つ
い
て
、
か
し
こ
ま
っ
て
鳴
い

て
い
る
蛙

か
え
る

の
姿
は
、
ま
る
で
貴
人
の
前
で
、
和
歌

を
詠
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

〔
鑑
賞
〕『
古
今
集
』
の
仮
名
序
に
〈
花
に
鳴
く

鶯
う
ぐ
い
す

、
水
に
住
む
蛙

か
わ
ず

の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し

生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
〉

と
あ
り
、
句
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。

〔
出
典
〕
阿
羅
野

〔
山
崎
宗
鑑
〕
生
没
年
未
詳
。
本
名
支し

那な

弥や

三さ
ぶ

郎ろ
う

範の
り
し
げ重

か
。
近
江
国
（
滋
賀
県
）
の
人
で
、
将
軍
足あ

し

利か
が

義よ
し
ひ
さ尚

に
仕
え
、
の
ち
出
家
し
て
京
都
の
山
崎
に

住
み
、『
犬い

ぬ
つ
く
ば
し
ゅ
う

筑
波
集
』
を
編
ん
だ
。

〔
古
筆
参
考
〕

◆
６
月
課
題
予
告

　猫ね
こ

の
子
に
嗅か

が
れ
て
ゐ
る
や
蝸か

た
つ
む
り牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

椎
し
い
の
も
と
さ
い
ま
ろ

本
才
麿
）

〔
ご
挨
拶
〕

　今
月
か
ら
硬
筆
か
な
課
題
（
段
・
級
）
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　日
本
人
の
風
土
に
生
き
て
い
る
俳
句
の
そ
の
響

き
を
壊
さ
な
い
よ
う
文
字
を
選
び
、
よ
り
勉
強
し

て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
中
貴
光
）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

手
を
つ州

い
て
歌う

た

申
し
あ
ぐ
る
蛙
か可

な奈

手
を
つ州

い意

て
歌
申
し
あ阿

ぐ具

る
蛙
か可

な那

手て

を
つ
い
て
歌う

た

申ま
う

し
あ
ぐ
る
蛙

か
は
ず

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山や

ま
ざ
き
そ
う
か
ん

崎
宗
鑑
）

意い阿あ具く那な

（
川
）

（
川
）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　五
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

香
こう

　紙
し

　切
ぎれ

−  3  −

〔
歌
意
〕
五さ

つ
き
や
み

月
闇
の
空
は
視
界
が
よ
く
き
か

な
い
の
に
、
深
い
峰
か
ら
鳴
い
て
出
る
時
鳥

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

〔
出
典
〕
金き

ん
か
い槐

和
歌
集

〔
解
説
〕

　
　
　け希

れ礼

ば

　
　
　
　人

丸

た
び日

ね年

し
て
つ
ぎ支

て弖

え
（
こ
）

ぬ
ら
し
ほ
と
ゝ

ぎ
す須

か可

み見

な奈

び飛

や
ま
に尓

さ
よ
ふ
け介

て弖

な奈

く

　
　
　
　ゑ恵

ち
ご
の
く
に尓

ゝ
な
り利

け希

る

　
　
　
　は八

じ志

か
（
め
）

て弖

ほ本

と
ゝ
ぎ
す
の
な奈

か可

ざ

　
　
　
　り
け希

れ礼

ば

・ 

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋭
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋣
、

㋩
と
㋭
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・ 

●
と

○
の
動
き
が
作
品
に
景
色
を
作

る
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

◆
６
月
課
題
予
告

　足あ
し

引び

き
の
山や

ま

時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

木こ

隠が
く

れ
て

　目
に
こ
そ
見
え
ね
お
と
の
さ
や
け
き

 

五
月
や
み三

お
ぼ
つ
か可

な奈

き起

に二

ほ本

と
とゝ
ぎ
す寸

深ふ
可

き支

嶺峰

よ与

り利

鳴
き支

て
い
づ
な那

り里



は が き 課 題

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　5月25日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

昨
日
は
早
朝
か
ら
畑
を
機
械
で
耕
し
て

畝う
ね

を
作
り
、
落
花
生
を
植
え
ま
し
た
。

う
ま
く
昨
夜
は
た
く
さ
ん
雨
が
降
っ
て

計
算
ど
お
り
に
な
っ
た
と
良
い
気
分
。

玉と
う
も
ろ
こ
し

蜀
黍
も
蒔ま

い
た
し
、
朝
顔
の
苗
も

植
え
た
し
、
大
忙
し
の
一
日
で
し
た
。



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締

切
り
　

5
月

2
5

日（
必

着
）

〔
読

み
〕

山
光

我
心

を
澄

ま
し

む

〔
大

意
〕

山
の

風
光

は
わ

が
心

を
清

ら
か

に
澄

ま
せ

る
。

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（楷書）

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

集
字

聖
教

序
（

６
２

３
）　

〔
筆

者
〕

王
羲

之
法

書
よ

り
集

字

〔
読

み
〕
（

高
）

嶺
に

（
生

じ
、）

雲
露

方 は
じ

め
て

（
其

の
花

を
）

泫 う
る

おす
を

得
え

、

−  5  −

　　　
嶺

　　　　　
雲

　　　

 露

　　　　
方

　　　　　
得

　　　

 泫



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締

切
り
　

5
月

2
5

日（
必

着
）

〔
出

典
〕

与 よ
さ

ぶ
そ

ん

謝
蕪

村

〔
句

意
〕

  「
か

く
や

く
（

赫
奕

）
」

は
光

り
輝

く
さ

ま
。

光
り

輝
く

金
屏

風
に

、
遜

色

な
く

白
牡

丹
が

描
か

れ
て

い
る

の
で

あ
る

。

金
きんひやう

屏のか
可

くやく
具

としてぼたんかな

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書

　　

新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

大 お
お

と
も

の
や

か
も

ち

伴
家

持

〔
歌

意
〕

  撫
子

の
花

を
見

る
ご

と
に

、
そ

の
花

の
よ

う
な

お
と

め
子

の
ほ

ほ
笑

み
の

美
し

さ
が

思
わ

れ
る

こ
と

だ
。

撫
なてしこ

子が
可

花みるごとに
二

を
越

とめらが
可

　　　
笑

衛

ま
万

ひ
悲

の
乃

に
尓

ほ
本

ひ
日

思ほゆるか
可

も
毛

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  6  −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　五
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  7  −

〔 

条
幅
解
説
〕
品
も
よ
く
温
和
な
作
…
…
こ
れ
も
大
切
で

す
が
、
競
う
場
で
は
大
胆
且
つ
線
の
強
い
作
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
入
筆
は
墨
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
気
合
い
十
分

に
突
き
さ
し
、
鋒
先
の
バ
ネ
を
意
識
し
て
運
筆
し
て
下

さ
い
。

　
　無・

事
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う

　
　お

父
さ
ん
は
こ・

の
日
を
待
ち
焦
が
れ
て

　
　い

た
こ
と
で
し
ょ
う

　永・

い
間
本
当

（
當
）

に

　
　お

疲
れ
様

　こ
れ
か
ら
も
元
気

（
氣
）

で
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
両
岸
の
夕
暮
れ

の
風
が
吹
い
て
鴬
は
樹
に

や
ど
り
、
堤
の
前
を
春
の

川
が
流
れ
、
か
も
め
は
空

を
飛
ぶ
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

両
り
ょ
う
が
ん
の
ば
ん
ぷ
う
こ
う
ち
ょ
う
の
じ
ゅ

岸

晩

風

黄

鳥

樹

一
い

っ

ぱ

の

し

ゅ

ん

す

い

は

く

お

う

の

て

ん

坡

春

水

白

歐

天



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25日（必着）

よ

　
　う

　
　年

小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

１

１

１

１

１

１

１

１

や
ま

２

３

４

２

２

２

３２



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25日（必着）

小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

あ
に

が
わ

こ
め

カ

ノ
ウ

あ
る

お



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25 日（必着）

小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  10  −−  11  −

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　記

＊ 

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

え
き

シ
ュ
ウ

ナ
イ

ジ
ツ

キ
ン

ア
イ

ケ
ン

あ
そ

コ
ウ

も

よ
（
り
）

コ
ウ

エ
ン



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25 日（必着）

中

　一

　年

　
　
　（
楷
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　六

　年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
楷
書
）

　
　

−  10  −−  11  −

ち
ち

シ
ョ

コ
ク

タ
イ

リ
ク

オ
ウ

ダ
ン

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用



−  13  −

▼小三年以下の課題　　新
あら

　井
い

　龍
りゅう

　峰
ほう

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　山
やま

　本
もと

　清
せい

　流
りゅう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　5月25日（必着）

　
　
　
　◇

作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  12  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

し
ょ
う

ば

め
い

か

に
ゅ
う

て と
も

せ
い

え
ん

が
み

け
ん

い
っ

そ
う

せ
い

え
ん

お
く

い
ん

せ
ん

げ
ん

き

こ
う

ど
う



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　5 月 25 日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
二
年

　
　玉た

ま

　樹き

　小
し
ょ
う

　華か

　書

−  12  −



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月 25 日（必着）

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

三
〜
小
五
年

　
　水み

ず

　野の

　香こ
う

　竹ち
く

　書

−  15  −

そり方



−  14  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月 25 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

六
〜
中
二
・
三
年

　
　奥お

く

　村む
ら

　暢の
ぶ

　之ゆ
き

　書




